
４月１２日（木）、高知の授業づくり改革プラン『主体的・対話的で深い学び』を

実現するための実践授業及び『学力向上推進対策事業』授業づくり講座が、いよいよ

スタートしました。

『西部の算数・数学の未来へのバトンをつなぐ』をテーマに、西部管内では年間１

４本の授業研究会が用意されています。次期学習指導要領を見据えた「わかる」「で

きる」算数・数学の授業づくりを目指して、授業者も参加者も、自ら学び、高まり、

広げることができる『学び場』にしていきましょう！

今回の授業

四万十市立中村中学校 ２年「式と計算」 松岡教諭

トラック競技という日常事象から、「スタートの位置の差がトラックのどの部分の差にな

っているのか」という数量の関係に着目させ、その差が同心円の円周の差であることに気

づかせていくために、日常事象から数学の舞台に乗せるまでのプロセスを丁寧に展開して

いき、定式化を図り、文字の有用性に気付かせる授業でした。

型に拘泥しない、新しい算数・数学の授業づくりを中村中学校がチームとして練り合い、

研究を深めていく姿勢が伝わってくる提案性の高い授業でした。



生徒の声

最初は半径やコース幅に関係し

ていると思ったけど、コースの幅

しか関係ないことを知ってびっく

りした。

生徒の声

分からないことでも文字に置き換

えたら分かるし、文字が増えても分配

法則を使って解けることが分かった。

参会者の声

授業を変えなければと思いました。授業ス

タンダードと能力ベイスの授業の融合させ

ていくことが必要だと感じました。数学の定

式化へのプロセスを丁寧に描き、統合化する

ところまでを１時間の中で行える工夫をし

ていきたい。

（西部管内 D教諭）

参会者の声

新学習指導要領をかなり意識され、指導

案が作成されていたため勉強になった。日

常のことを数学に落とし込むことを、どの

ように具体的に授業展開に持って行ったら

よいかの例として、勉強になった。これか

ら学校に戻り、早速明日からの授業で自分

なりにやってみたい。

（東部管内 Ｃ教諭）

参会者の声

日常の事象を数学化することに力を入れて

いて、自分がなかなかできていないので、と

ても参考になった。また、生徒が興味を持つ

もので導入を行い、疑問・関心を持たせるこ

とが大事である。疑問や課題を教師が与える

のではなく、生徒から引き出すという点が参

考になった。

（中部管内 Ａ教諭）

参会者の声

新学習指導要領の趣旨に則った「見方・考

え方」の授業をどのように行うのか期待して

参加した。授業者の先生が何をやりたかった

かがよくわかる授業だった。授業改善に向け

て工夫されていること、教材研究に真摯に取

り組まれていることがよくわかった。

（中部管内 Ｂ教諭）

最後には、教科長会を開き、午前中の通覧リフレ

クションが行われました。協議では教科共通課題

として出された「生徒の思考と教師の文脈の差を

どうなくしていくか」について意見交換がなされ、

「教科ならではの見方・考え方をどう働かせるの

か」、「定式化のプロセスをどう描くか」など、齊

藤先生からたくさんの助言をいただきました。

「今月の学び場」のお知らせ
４月２３日（月） 清水中教材研究会（９：３５～） 片島中教材研究会（１４：３０～）

４月２５日（水） 具同小教材研究会（１５：３０～）

ぜひ、参加してみてください！

授業者の声

現実の世界を数学化するときの見方や、文字を使って表現し、

その結果を読み取ることで仕組みが分かるという考え方の部分

を大切に、教科会で検討しました。協議では、付けたい力を付

けるために考えさせる事とやらせきる事のバランスを考えて授

業を展開していく事の難しさと大切さを学びました。求められ

ている資質・能力を身に付けさせられるように、これからも教

科会で確認し合いながら、新学習指導要領で求められている授

業づくりに取り組んでいきます。


